
  

 

 

  

 

 脳トレ教室 わかば 
 長崎市住吉町１番１号２階 

  
 
さあ下半期が始まります。 
  
そろそろお子さま方の夏休みが気になる時期になっ

てきましたね。 
もう、夏休みの予定はそろそろ考えられていますか? 
 
小学１年生のお母さん どうですか? 
 

 夏休みの自由研究を決めるのは、夏休みが始まっ
てからでは遅すぎます。 
 
普段の生活の中でお子さまの興味のあるものの中 

から、「こんなこと挑戦させたいな。」というものをあらか 
じめ考えておきます。そしてお子さまにも夏休みに研 
究を続けてそれを発表することを伝えておきます。 
 
何事にも、計画があり、準備があってそれに取り

組むための時間が必要です。 
 
 お子さまの学習意欲を高めるための大きなチャンスと
とらえて、お子さまの自主性を伸ばしてあげるためにも
時間に余裕をもって準備をしてくださいね。 
 
 あくまでもお子さまの宿題ですから、お子さま目線で
取り組みを決めることがお子さまの研究意欲を高める
ことになります。 
 ２年生以上のお子さま方は、また、新しく課題を見
つけるのではなく、前年度に取り組んだ課題の視点を
変えてさらに観察を続けることもお勧めです。 
 先日、高校生が小学生の時から続けた蝉の観察で
寿命が一般に言われている１週間ではなくもっと長い
ことを突き止めたニュースがありました。 
 
 ちょっとした興味が、長い観察・研究によって新しいこ
とを発見するって素敵じゃないですか? 
 
 小学生に限らず、年長さんもテーマを優しくすれば
継続して観察できるものはあります。来年の練習のた
めにぜひ取り組んでみましょう。 
 

 

子どもたちの心が心配 
 
 「ダメな子」と言われ続けるとダメな子になる。 
 
 子育てしいるときって、目の前のことに日々追わ
れています。でも今は先につながっています。子ども
が思春期になったとき口をきいてくれなくならないよ
う、今から親子の会話をたくさんしておきましょう。 
 親が自分のことをどう見ているか？ 
親に映っている自分の姿が子どものセルフイメージ
になります。 
「グズグズして行動が遅い」「あなたはダメな子」と
言われ続けた子どもは、やがてそれが本当の姿に
なってしまいます。 
 

 「頼りなくて見ていられない」ではなく「あなたは自
分の考えがあるからやってごらん」と言われると、挑
戦しようというやる気が湧いてきます。 
 
 ほめ過ぎると「てんぐ」になるのでは？と心配され
る方もいらっしゃるかもしれませんね。ほめ方がポイ
ントです。うわべだけのほめ言葉ではなく、できてい
る事実を「できたね」と認める。 
 結果でなくやろうとした「意欲」をほめる。 
 ほめ方さえ間違えなければ、成功体験がたまって
自分への自信が生まれ、将来にわたりくじけない心
の土台となる自尊感情が育ってきます。 
 子育ては期間限定。子どもを応援することばをた
くさんかけてあげてくださいね！ 

 

 

笑い文字をテレビで取り上げていただきました。 

入門講座では、「ありがとう」のことばを書くのですが、最近、「ありがとう」って本当に

心を込めて言っていますか? 「ありがとう」の意味を考えながら書くお子様向け講座

を開催します。   （８月開催予定） 
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山の学校からお知らせ 

  
今年も山の学校の季節がやってきました。 

 
昨年は、初めての年ということもあり大島町在住のお子さま方が活動の対象になりましたが、 

今年は、１軒のお家を借りることができましたので、長崎教室のお子さま方も参加できるイベントを 
計画していきたいと思います。 
 
学校が長期お休み中は、小学生の活動が主になりますが、新学期が始まりましたら独居老人の拠り所 
にしたり、子育てママの休憩所、そして、いろいろな講座をしたりといろんな活動ができるコミュニティーにしていき
たいと思います。 
 
どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 今月の脳トレ問題 
  
その前に、先月の脳トレ答え分りましたか? 
 
頭痛 腰痛の人とあと一人どこかが痛い人がいてその人が二人の代金も支払ってしまったんですよね。 
では、いったい、どこが痛い人だったのでしょう。という問題でした。 
 
正解は、「払いたい人」 → 「はらいたいひと」 → 「腹痛い人」 → 「腹痛」の人でした。 
 
もう一つの問題は、「ある」の方は、全部体の中にあるものでした。 
「食道 肺 血管 脳」  
 

では、今月の問題です。 
 
 これってよく家庭の中である風景を問題にしてみました。 
 
「しんじ君はゲーム機を買って欲しがっていて、あまりのしつこさにお母さんはうんざりしていました。 
そこでお母さんは、ある明暗を思いつきました。 
 
「しんじ、この袋の中に赤と緑のチョコボールを１個ずつ入れるわよ。そして、中を見ないでしんじが赤を取ったら 
ゲーム機を買ってあげるわ。その代り、緑を取ったらもうあきらめなさいね。」 
 
しんじ君は目を輝かせたのですが、後ろを向いたお母さんが袋の中に緑ばかりチョコを入れるのを見てしまった 
のです。 これでは、どのチョコをとっても緑がでます。もう、ゲーム機を買ってもらえない。と思ったしんじ君・・・ 
ある行動をしてゲーム機を買ってもらうことができました。 
 
さて、しんじ君は何をしたのでしょう。 
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